
 
愛知工業大学研究報告
 
第 42号 A平成 19年 

 

個人種目選手とチーム種目選手の心理的競技能力 

 

 

The Difference of Athletes' Psychological Competitive Abilities between 
Individual competition players and Team competition players 

 

岡本昌也† 高津浩彰†† 寺田泰人†††

Masaya OKAMOTO  Hiroaki TAKATSU  Yasuto TERADA 

 
Abstract We researched about athletes' psychological competitive abilities between individual competition 
players and team competition players. 50 individual competition players that belong to college clubs which are 
Fencing, Ekiden, Ski and Table tennis and are participated 41 team competition players that belong to college 
clubs which are Rugby and Baseball.  
The results are: 

①Athletes' psychological competitive abilities of team competition players are better than that of 
individual competition players. 

②Balance of athletes' psychological competitive abilities are difference from competition. 
③Athletes' psychological competitive abilities of baseball players are better than the other competition 

players. 
 

 
１．はじめに 
 
スポーツに必要な能力には、身体的能力と精神的能力

がある。近年では、身体的能力同様に精神的能力もパフ

ォーマンスに影響を及ぼす能力として考えられている。

また、メンタルトレーニングなど様々な方法によってそ

の能力を伸ばすことを試みられている。 
近年まで精神的能力には多くの能力があることは知ら

れていたが、科学的には解明されていなかった。徳永ら

は、競技に必要な精神的能力を心理的競技能力と定義し、

その内容と測定方法を開発した１）～４）。その測定方法を

用いて様々な研究がおこなわれている。岡本ら５）６）は、

ラグビー選手を対象に競技経験、競技成績、ポジション

などの違いによる心理的競技能力について比較検討し、

競技経験の長い選手、競技成績の良い選手がその能力が

優れていることを指摘している。高津ら７）はポジション

の類似性について検討をおこなっている。その他の競技

種目では、柔道８）９）、剣道１０）、サッカー１１）、レーシ

ングドライバー１２）、硬式野球１３）、ソフトテニス１４）、

フィギュアスケート１５）、スキー１６）、アーチェリー１７）

、体操１８）１９）、トライアスロン２０）、馬術２１）など多く

の競技種目選手の心理的競技能力の測定がおこなわれて

いる。また、性差・競技レベル・種目比較で違いがある

こと２２）、レギュラー選手と非レギュラー選手の比較で

は、レギュラー選手の心理的競技能力が優れていること

２３）、国際比較２４）、メンタルトレーニングの評価方法

として調査用紙が有効であること２５）、についても検討

されている。このように、心理的競技能力診断検査は、

競技別には多く検討され、さらに様々な選手の比較検討

に適している。 
種目を分類する方法はたくさんあるが、参加する人数

による分類方法に個人とチームで分類する方法がある。

この分類における心理的競技能力の比較はおこなわれて

いない。個人種目とチーム種目では、トレーニング方法、

コンディション作りなどいろいろな相違点がある。その
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生活習慣から培われた心理的競技能力にも何らかの違い

があると考える。そこで、本研究の目的は、個人種目経

験者とチーム種目経験者、さらに各競技種目の心理的競

技能力の特徴を調べ検討することである。 
 
２．調査方法 
 
 A 工業大学学生（Ave=19.9 歳 SD=0.94 男性９１
名）を対象に心理的競技能力調査（DIPCA.3）を実施し
た。測定可能な能力は、競技意欲因子（忍耐力、闘争心、

自己実現意欲、勝利意欲）、精神の安定・集中因子（自己

コントロール能力、リラックス能力、集中力）、自信因子

（自信、決断力）、作戦能力因子（予測力、判断力）、協

調性因子（協調性）の５因子１２種類の心理的競技能力

である。各尺度は得点が高いほどその能力が高い。競技

種目は、フェンシング（１５名）、陸上中長距離（１８名）、

競技スキー（５名）、卓球（男１２名）、ラグビー（１７

名）、硬式野球（２４名）である。特に、フェンシング、

卓球、硬式野球については大学の強化種目であり、全国

のトップレベルの競技成績を残している競技種目である。

競技経験年数（1.１～２年 2.３～４年 3.５～９年 4.
１０年以上）、地区大会参加経験（県大会地区大会への参

加経験 1.なし 2.１～２回 3.３～４回 4.５回以上）、
全国大会参加経験（1.なし 2.１～２回 3.３～４回 4.
５回以上）、レギュラー（1.レギュラー 2.準レギュラー 
3.レギュラーではない）、学年は、名義尺度をそのまま得
点化した。個人種目経験者とチーム種目経験者について、

ｔ検定を用いて各心理的競技能力データの比較をおこな

った。各競技の特徴については、レーダーグラフを用い

てそのバランスを検討した。 
 
３．結果と考察 
 
 ３・１ 個人種目とチーム種目の心理的競技能力比較 
 個人種目と団体種目のフェイスシートデータを図１に、

因子のグラフを図２に、バランスグラフを図３に示す。 
 ｔ検定の結果、フェイスシートでは、経験年数、地区

大会参加経験、全国大会参加経験に平均値の有意な差

（p<0.05）が確認された。因子は、競技意欲因子と協調
性因子に平均値の有意な差（p<0.05）が確認された。種
類については、闘争心、勝利意欲、協調性に平均値の有

意な差（p<0.05）が確認された。競技の経験年数は団体 
種目が、地区大会参加経験と全国大会参加経験は個人種

目の値が高かった。これらの結果は、今回のデータの対

象になった選手は、団体種目の方が個人種目よりも長く

その競技をおこなっているということである。また、全

国大会経験者や地区大会経験者は個人種目の方が多いこ

とを示している。競技意欲因子、闘争心、勝利意欲、協

調性については、いずれも団体種目の方が値が高かった。

つまり、個人種目よりも団体種目の選手の方が闘争心、

勝利意欲、協調性の能力に優れている可能性が示唆され

た。これは、試合での闘志やファイト、勝利重視、負け

ず嫌い、チームワーク、団結心が優れていることを示し

ている。また、検定の結果として確認されなかったが、

すべての因子および、自己実現意欲を除いたすべての心

理的競技能力で団体種目の方が平均値が高かった。この
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図１ 個人種目と団体種目のフェイスシートデータ 
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図２ 心理的競技能力各因子の得点グラフ 
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図３ 心理的競技能力のバランスグラフ 
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ことは、団体種目の方が心理的競技能力が優れている可

能性を示しており、さらなる調査検討の必要性を示して

いる。バランスは、個人種目、団体種目ともに自己コン

トロール能力、リラックス能力、自信、決断力、予測力、

判断力が他に比べて落ち込んでいた。グラフの左下の能

力は低く改善が求められる。特に、リラックス能力はバ

ランス的に落ち込んでいる能力であり、トレーニングが

必要である。自己コントロール能力やリラックス能力は、

メンタルトレーニングを実施することによって増強する

ことができるため、継続的な実施を試みることを推奨す

る。また、予測力や判断力のような作戦能力は、イメー

ジトレーニングを実施し試合のパターンを頭に叩き込む

などして、試合に備えることが望まれる。 
 
 ３・２ 各競技別の心理的競技能力 
 各競技別の心理的競技能力について図４から図９に示

す。 
 図４にフェンシング選手の心理的競技能力のバランス

グラフを示す。闘争心、自己実現意欲、勝利意欲、協調

性が高く、判断力とリラックス能力が落ち込んでおり、

バランス的に強化していかなければならない。 

 図５に陸上中長距離選手の心理的競技能力のバランス

グラフを示す。忍耐力、闘争心、自己実現意欲、勝利意

欲、自己コントロール能力、集中力、協調性が高く、リ

ラックス能力が落ち込んでおり、バランス的に強化して

いかなければならない能力であることがわかった。また、

右上に膨らんでおり、左側の能力も強化する必要がある。 
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図６ スキー選手の心理的競技能力 

図６にスキー選手の心理的競技能力のバランスグラフ

を示す。闘争心、自己実現意欲、勝利意欲が高く、予測

力、判断力が低い結果となった。バランス的に落ち込ん

でいる能力はなかったが、グラフが右上に膨らんでおり

偏りが見られた。スキーにおいてコースを予測したり、

判断したりしてロスのないレースを行うために、トレー

ニング中にこれらの二つの能力を伸ばすようなことをし

ていく必要がある。 
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図４ フェンシング選手の心理的競技能力 
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図５ 陸上中長距離選手の心理的競技能力 
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図７ 卓球選手の心理的競技能力 

 図７に卓球選手の心理的競技能力のバランスグラフを

示す。闘争心、自己実現意欲、勝利意欲、協調性が高く、

判断力が落ち込んでおり、バランス的に強化していかな

ければならない能力であることがわかった。また、右上

に膨らんでおり、左側の能力も強化する必要がある。 
 図８にラグビー選手の心理的競技能力のバランスグラ

フを示す。闘争心、自己実現意欲、勝利意欲、協調性が

高く、リラックス能力、判断力が落ち込んでおり、バラ

ンス的に強化していかなければならない能力であること

がわかった。また、左下の自信、決断力、予測力も低く

強化していくことが望まれる能力である。 
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 図９に硬式野球選手の心理的競技能力のバランスググ

ラフである。これは、すべての能力において他の競技選

手よりも優れていることを示している。また、バランス

的にも落ち込みがなく、バランスのとれた心理的競技能

力であることが示された。 

 
 以上のことから、各競技種目によって特徴が違うこと

が確認できる。また、必要な心理的競技能力も異なるこ

とから、その競技にあった心理面の強化トレーニングが

必要である。 
 
４．まとめ 
 

 本研究の結果から、個人種目選手より団体種目選手の

心理的競技能力が優れている可能性が示された。また、

種目別でバランスが異なることが示された。特に、硬式

野球選手が心理的競技能力のバランスが良く、他の競技

に比べても優れていることも示された。 
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図９ 硬式野球選手の心理的競技能力 
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